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町政運営基本方針
平成２４年度まちの予算
新組織と職員一覧



観
光
振
興
対
策

平
成
24
年
度
は
、「
古
事
記
」
が
編

纂
さ
れ
て
１
３
０
０
年
を
迎
え
る
年
に

あ
た
る
こ
と
か
ら
、
島
根
県
が
観
光
振

興
の
た
め
の
最
重
要
施
策
と
し
て
位
置

付
け
る
「
神
話
博
し
ま
ね
」
を
は
じ
め

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
町
で
も
こ
れ
ら
一
連
の
動
き
や
、

隠
岐
の
島
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
、
隠
岐

古
典
相
撲
な
ど
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
開

催
の
相
乗
効
果
を
期
し
て
、
隠
岐
ジ
オ

パ
ー
ク
に
関
係
す
る
地
域
の
貴
重
な
観

光
資
源
を
活
か
し
た
観
光
商
品
を
造
成

す
る
な
ど
、
平
成
23
年
度
を
上
回
る
入

込
客
数
を
目
指
し
て
更
な
る
誘
客
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
観
光
専
用
の
突
き
牛
の
導
入

を
基
本
と
し
た
突
き
牛
オ
ー
ナ
ー
制
度

の
設
置
な
ど
、
特
色
あ
る
独
自
の
観
光

資
源
の
充
実
や
接
客
マ
ナ
ー
の
向
上
等

に
努
め
、
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。

離
島
交
通
と
交
通
網
の
整
備

生
活
バ
ス
路
線
の
運
行
に
つ
い
て

は
、
昨
年
４
月
か
ら
新
た
な
交
通
シ
ス

テ
ム
で
運
行
を
始
め
ま
し
た
が
、
利
用

者
数
が
当
初
見
込
み
を
下
回
っ
て
い
る

状
況
で
す
の
で
、
原
因
等
を
検
証
し
利

用
者
の
利
便
性
の
向
上
、
経
費
の
節
減

等
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

航
空
機
の
利
用
促
進
に
つ
い
て
は
、

安
全
安
心
・
自
主
自
立
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進

平
成
24
年
度
町
政
運
営
基
本
方
針
の

概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す

特集１

出
雲
便
、
大
阪
便
と
も
に
引
き
続
き
生

活
路
線
、
観
光
路
線
と
し
て
路
線
維
持

に
努
め
ま
す
。
特
に
、
平
成
24
年
度

も
運
行
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
夏
季

ジ
ェ
ッ
ト
便
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
羽

田
路
線
を
視
野
に
入
れ
、
引
き
続
き
利

用
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

隠
岐
航
路
に
つ
い
て
は
、
割
高
感

が
ぬ
ぐ
え
な
い
料
金
体
系
の
改
革
・
支

援
策
等
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
国
に

積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
く
と
と
も

に
、
高
速
船
レ
イ
ン
ボ
ー
2
の
後
継
船

種
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
の
平
成
26
年
３

月
か
ら
の
就
航
に
向
け
、
隠
岐
広
域
連

合
に
お
い
て
運
航
方
法
等
の
協
議
を
行

な
っ
て
い
き
ま
す
。

産
業
の
振
興
と
経
済
対
策

産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
地
域
食

材
を
活
か
し
た
産
物
の
第
六
次
産
業
化

を
進
め
、
第
一
次
産
業
の
再
生
と
地
域

産
業
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

農
林
業
で
は
、
農
業
法
人
に
お
け
る

雇
用
の
促
進
、
集
落
営
農
組
織
へ
の
推

進
や
、
将
来
に
向
け
た
農
業
用
水
の
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
化
な
ど
の
施
設
整
備
に
も

取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も
に
、
木
材
生

産
と
需
要
拡
大
及
び
特
用
林
産
物
の
振

興
を
重
点
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
畜
産
業
で
は
、
繁
殖
牛
の
更

な
る
増
頭
を
目
指
し
牧
野
整
備
を
行
う

と
と
も
に
、
新
し
く
導
入
を
目
指
す
粗

飼
料
用
の
稲
の
生
産
体
制
の
強
化
等
に

平
成
24
年
第
１
回
隠
岐
の
島
町
議
会
定

例
会
で
、
松
田
町
長
は
町
政
運
営
に
つ
い

て
の
所
信
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

加
速
す
る
少
子
高
齢
化
、
低
迷
す
る
地

域
経
済
な
ど
課
題
が
山
積
す
る
中
、
平
成

24
年
度
末
に
時
限
を
迎
え
る
離
島
振
興
法

の
拡
充･

延
長
は
大
変
重
要
な
事
項
の
一
つ

で
あ
る
と
し
、
離
島
航
路
が
本
土
の
公
共

交
通
機
関
と
同
程
度
の
負
担
で
利
用
で
き

る
よ
う
な
支
援
制
度
の
確
立
な
ど
に
積
極

果
敢
に
取
り
組
み
、
離
島
地
域
の
生
活
条

件
の
改
善
、
産
業
基
盤
の
整
備
な
ど
を
推

し
進
め
て
い
く
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
こ
の
町
政
運
営
方
針
の
概

要
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
全
文
は
役
場

本
庁
議
会
事
務
局
や
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。



取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

水
産
業
で
は
、
新
規
就
業
者
の
受
け

入
れ
体
制
の
整
備
と
、
種
苗
放
流
に
よ

る
資
源
の
確
保
や
「
隠
岐
い
わ
が
き
」

等
の
販
売
促
進
に
努
め
ま
す
。

経
済
対
策
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、

夏
期
・
冬
期
に
「
に
ぎ
わ
い
商
品
券
」

を
発
行
す
る
な
ど
消
費
の
拡
大
を
図
っ

て
い
く
と
と
も
に
、
国
・
県
の
補
助
制

度
の
活
用
や
町
の
単
独
事
業
と
合
わ
せ

て
雇
用
の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
公
共
事
業
に
つ
い
て
は
、
優

先
度
、
緊
急
性
を
考
慮
し
な
が
ら
、
町

の
景
気
対
策
、
経
済
活
性
化
を
視
野
に

入
れ
、
事
業
展
開
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

地
域
医
療
・
地
域
福
祉

医
師
や
看
護
職
等
の
医
療
従
事
者
の

不
足
に
つ
い
て
は
、
全
国
に
共
通
す
る

深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
医
師
不
足
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
県
及
び
隠
岐

広
域
連
合
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
医

師
招
聘
に
更
な
る
努
力
を
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
看
護
職
を
は
じ
め
と
す
る

医
療
従
事
者
の
不
足
に
つ
い
て
も
、
関

係
大
学
な
ど
の
地
域
推
薦
入
学
制
度
の

活
用
や
県
立
大
学
と
連
携
を
強
化
す
る

な
ど
、
そ
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

医
師
・
保
健
師
・
栄
養
士
が
一
体
と
な

り
、
地
域
に
密
着
し
た
保
健
指
導
に
取

り
組
み
、
町
民
の
皆
様
の
健
康
の
保
持

増
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

地
域
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
が
い

の
あ
る
方
へ
の
自
立
支
援
を
は
じ
め
高

齢
者
や
生
活
困
窮
者
な
ど
へ
の
支
援

な
ど
、
総
合
的
な
地
域
福
祉
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

特
に
、
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
、
結
婚
適
齢

期
の
方
々
へ
の
支
援
事
業
を
は
じ
め
、

誰
も
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
・
育

て
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
子
育
て
支

援
事
業
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
併
せ

て
、
不
妊
治
療
費
に
対
す
る
助
成
制
度

を
創
設
し
、
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と

で
ひ
と
り
で
も
多
く
の
出
産
が
出
来
る

よ
う
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

安
心
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
や
台
風
12
号

に
よ
る
記
録
的
な
豪
雨
災
害
な
ど
、
い

つ
ど
こ
で
ど
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
し

て
も
不
思
議
で
は
な
い
状
況
と
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
今
年
１
月
に
は
島

根
県
よ
り
、
地
震
被
害
想
定
調
査
に
よ

る
津
波
浸
水
想
定
区
域
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
佐

渡
島
北
方
沖
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
．

01
の
地
震
が
起
き
た
場
合
、
本
町
代
地

区
に
は
最
大
13
．
35
ｍ
の
津
波
が
到
達

す
る
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
防
災
計
画
の
見
直
し
や
津

波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
は
も
と
よ

り
、
地
域
に
お
け
る
防
災
組
織
化
の
推

進
に
向
け
た
説
明
会
、
避
難
訓
練
の

開
催
な
ど
、
防
災
体
制
と
災
害
対
策

の
強
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
住
民
の
皆
様
の
住
環
境
の

向
上
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
道
路

整
備
や
下
水
道
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

人
材
育
成

隠
岐
の
自
然
や
歴
史
文
化
の
す
ば

ら
し
さ
を
再
認
識
し
、
隠
岐
で
生
活

す
る
こ
と
に
喜
び
や
誇
り
を
感
じ
、

本
町
の
将
来
を
託
す
べ
き
人
材
を
育

成
す
る
た
め
、
家
庭
、
学
校
、
地
域

社
会
の
連
携
の
も
と
で
の
教
育
を
推

進
し
ま
す
。

ま
た
、
島
内
外
の
人
材
や
情
報
を

広
く
活
用
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に

お
い
て
地
域
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
の
養

成
に
努
め
ま
す
。

竹
島
領
土
権
確
立
へ
の
取
り
組
み

韓
国
は
、
我
が
国
の
抗
議
に
も

関
わ
ら
ず
、
竹
島
の
実
効
支
配
を
一

層
強
め
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
竹
島

問
題
を
国
の
内
外
に
向
け
て
強
く

ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
本
年
４
月
に

は
、「
竹
島
問
題
の
解
決
を
求
め
る

東
京
集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
内
閣
府
に
竹
島
問
題
を
所

管
す
る
部
署
を
設
置
す
る
こ
と
、
竹

島
問
題
を
啓
発
す
る
国
の
施
設
を
本

町
に
設
置
す
る
こ
と
な
ど
を
、
引
き

続
き
国
に
対
し
強
く
要
請
し
て
い
き

ま
す
。



■予算総額
１５０億３千万円

■地方交付税
76億 5千万円（50.9％）

■町債
23 億 7千万円（15.8％）

■国県支出金
20 億円（13.4％）

■町税
13 億 6千万円（9％） 

■譲与税及び交付金
2億 9千万円（1.9％）

■分担金及び負担金
3億4千万円（2.3％）

■使用料及び手数料
2億 6千万円（1.8％）

■財産収入
1千万円（0.1％）
■繰入金
9千万円（0.6％）

■その他（寄附金・
繰越金・諸収入）
6億4千万円（4.2％）

 依存財源82.0％ 

一般会計歳入

【分担金及び負担金】保育所の保育料、老人ホーム入所措置負担金など
【使用料及び手数料】町の施設の使用料や証明手数料などによる収入
【財産収入】町の財産を売却した代金など
【繰入金】基金（貯金）などから一般会計に繰り入れた額
【地方交付税】所得税、法人税、酒税などの国税から地方へ配分される税
【町　債】町の借金のことで、大規模な事業を行うため国などから借入れたお金
【国県支出金】国県からの特定事業のための補助金
【譲与税及び交付金】国税として徴収され、そのまま地方へ配分される税
【自主財源】町が国や県に頼らずに獲得できる財源

３月議会で議決　一般会計は前年度比１．４％減まちの新年度予算
平成２４年度一般会計予算総額

１５０億３，０００万円
（特別会計予算　４２億６，４４０万円）

【人件費】特別職や一般職員、議会議員などの給料
【公債費】町の借金の返済費用
【扶助費】障がい者や児童に対する手当や生活保護費など
【投資的経費】普通建設事業費、災害復旧事業費など、支出の効果が以降何年か
に及ぶ事業
【補助費】各種団体への補助金や負担金
【物件費】臨時職員の賃金や事務用品、高熱水費など
【繰出金】一般会計から下水道などの特別会計へ支出する赤字補填経費など
【義務的経費】人件費、公債費など、支出が義務的で任意では削減できない経費

一般会計歳出（性質別）

平成24年度一般会計・特別会計歳入歳出予算
会計名 平成 24 年度当初予算額 平成 23 年度当初予算額 増減額 前年度比

一　般　会　計 150 億 3,000万円 152 億 3,900万円 △ 2億 900万円 △1.4％

特

別

会

計

国民健康保険事業勘定 20 億 230万円 19 億 287 万円 9,942万円 5.2％
国民健康保険施設勘定（中村・五箇・都万診療所） 3億 9,550万円 4億 259万円 △709万円 △1.8％
へき地診療所事業（布施・五箇） 5,530万円 4,854万円 675万円 13.9％
中財産区 30万円 26万円 3万円 13.6％
駐車場事業 1,780万円 1,940万円 △160万円 △ 8.3％
簡易水道事業 4億 3,600万円 4億 7,551万円 △ 3,951万円 △ 8.3％
下水道事業 9 億 8,350万円 9 億 5,272万円 3,077 万円 3.2％
訪問看護事業 2,460万円 2,441万円 18万円 0.8％
後期高齢者医療保険事業 3億4,910 万円 3億4,921万円 △11万円 △ 0％
特別会計計 42 億 6,440万円 41億 7,555万円 8,885万円 2.1％

　合　　　計 192 億 9,440万円 194億1,455万円 △1億 2,015 万円 △ 0.6％

【歳入の概要】
■町税は景気低迷を考慮し前年度比約２千万円の減額
■地方交付税は２億１千万円の減額
■町債は過疎債の活用により前年度比約２億６千万円の増額
■国県支出金は補助事業完了などにより約２億８千万円の減額

 自主財源18.0％ 

【歳出の概要】
■人件費は前年度比約１億２千万円の減額
■公債費は減少傾向（前年度比約４億円減額）
■投資的経費は前年度比約２億円の増額
■仁万の里、消防本部建設に係る負担金の影響から
　補助費が前年度比約２億７千万円の増額

■予算総額
１５０億３千万円

■その他 ( 積立金・
貸付金・予備費 )
2 億 1千万円
（1.4％）

 義務的経費46.3％ 

■人件費
22 億 5千万円（15％）

■公債費
31億 5千万円
（21％）

■扶助費
15億 5千万円
（10.3％）■投資的経費

18億 7千万円
（12.5％）

■補助費
31億 5千万円
（20.9％）

■物件費
14億 9千万円
（10％）

■繰出金
12 億4千万円
（8.2％）

■維持補修費
1億1千万円
（0.7％）

 その他の経費 41.2％  

 投資的経費 12.5％ 

※数値については、１千万円未満を四捨五入している為、計算が一致しない場合があります。

※数値については、１千万円未満を四捨五入している為、計算が一致しない場合があります。

※表記単位未満を切り捨てているため、計算が一致しない場合があります。
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　平成２４年度で予算計上された歳出予算総額１５０億３千万円
はどうのように使われるのでしょうか。
　ここでは、歳出目的別（下グラフ参照）に主な事業等を
ご紹介しながら、新年度予算の使い道について説明します。
■お問い合わせ先
役場企画財政課財政係　（電話２‐８５６６）

 総務費　　１８億８千万円 
■地域おこし協力隊活動事業（新）
旧中村小学校を拠点とした「地域おこし
協力隊」を組織し、地域の抱えた課題等
の解決に向け取り組みます。（ 700万円）
■その他　役場本庁舎耐震補強計画策定
事業（800万円）、旧飯田小便所棟建築

事業（1,218万円）、下元屋集会所建設事業（2,092万円）、孫抱き交
付金事業（600万円）、集落地域活性化交付金（3,930万円）、地方バ
ス路線維持対策事業（9,338万円）、地籍調査事業（4,453万円）ほか  

 教育費　　９億２千万円　 
■西郷小学校大規模改修事業
屋上の防水対策工事を施し施設の長寿命化
を図るとともに、老朽化した暖房機器も交
換し安全で快適な学習環境を確保します。
（2,850万円）
■その他　中条小学校耐震改修事業

（1,002万円）、ジオパーク推進事業（2,114万円）、隠岐島文化会館改
修事業（2,765万円）、八角部屋合宿支援事業（300万円）、学校図書
充実事業（図書司書の配置1,189万円）、公民館活動推進補助金（83
分館448万円）ほか

 消防費　６億円 
■消防車両等整備事業
消防団車輌の更新や
小型動力ポンプを整備
するなど消防体制の強
化を図ります。（5,255
万円）

■その他　消防団活動費（3,212万円）、防火水槽
整備事業（原田・都万目1,600万円）、防災対策事
業（1,431万円）ほか

 民生費　３３億６千万円 
■養護老人ホーム
百寿荘建設補助金
（新）
入居者の生活環境
の向上を図るため、
建設費の一部を助

成します。（2億 3,000 万円）
■その他　ふれあい五箇特殊浴槽取替事業（840
万円）、隠岐の島町社会福祉協議会補助金（4,992
万円）、障がい者福祉サービス事業（3億9,135万円）、
地域包括支援センター運営事業（4,009万円）、老
人保護措置費（養護老人ホーム等運営費2億3,897
万円）、私立・公立保育所運営費（7億1,099万円）、
原田認定子ども園運営事業（新6,775万円）、生活
保護扶助費（1億5,837万円）など

 衛生費　１９億３千万円 
■不妊治療助
成事業（新）
不妊治療費を
助成すること
で、その経済
的負担を軽減

し、治療を受けやすい環境となるよう支援
します。（90万円）
■その他　生活習慣病対策事業費（がん検診
等1,943万円）、感染症予防事業 (インフル
エンザ・子宮頸がん等3,914万円）、隠岐病
院運営支援事業（9億8,486万円）、各種処
理場管理運営費（2億7,690万円）、ごみ収
集運搬事業（2,373万円）など

 土木費　１３億９千万円 
■町単道路改良事業
身近な生活道路と
しての町道7路線
について、道路拡
幅、歩道設置、法
面保護等の整備を

行います。また、蔵田地区内に災害時の緊急避
難道路を新設します。（ 1億2,650万円）
■その他　愛の橋架替事業（測量設計3,000
万円）、町道中町中条線改良事業 (隠岐病院付
近8,490万円）、磯27号線改良事業（下西地
内1,065万円）、道路災害防除事業（西田箕浦
線他2路線8,502万円）、県営事業推進費（道
路5路線等3,935万円）、飯美・西村・長尾田
港改修事業（新1億8,901万円）、町営住宅宮
の前団地建設事業（下西地内1億5,922万円）
ほか

 農林水産業費　７億９千万円 
■島内産木材活用促進事業（新） 
島内産木材の利用促進を図るため、住宅の新築・
増改築等に島内産木材を使用した方に対して、
その費用の一部を補助します。（1,500 万円）
■その他　岬牧野整備事業（1億3,371万円）、森
林病害虫等防除事業（松くい虫防除等2,601万円）、

離島漁業再生支援事業（漁業集落交付金1億1,150万円）、大久漁村集落環境整
備事業（8,261万円）、犬来・大久漁港整備事業（新2,657万円）ほか

 商工費　　７億円 
■にぎわい商品券発行事業
島内経済の活性化対策として、昨
年度に引き続き、夏期、冬期の２回、
にぎわい商品券を発行します。（千
円券22万枚 2回 4億 4,426万円）

■その他　隠岐の島町商工会運営費補助金（760万円）、隠岐の
島町観光協会補助金（2,100万円）、隠岐古典相撲開催補助金（新
1,000万円）、隠岐ポートプラザ改修事業（2,195万円）

■議会費
1億円
（0.7%）

■その他
1億円
（0.7%）

■総務費
18億 8千万円
（12.5%）

■民生費
33億 6千万円
（22.4%）

■衛生費
19 億 3千万円
（12.8%）

■労働費
4千万円
（0.3%）

■農林水産業費
7億 9千万円
（5.3%）

■商工費
7億円 
（4.6%）

■土木費
13億 9千万円
（9.2%）

■消防費
6億円
（4%）

■教育費
9億 2千万円
（6.1%）

■災害復旧費
7千万円
（0.4%） ■公債費

31億 5千万円
（21%）

■予算総額
１５０億３千万円

※歳出目的別グラフの金額については、１千万円未満を四捨五入しているため、計算が一致しない場合があります。



隠岐の島町の新組織と職員を 紹介
します

町長:松田和久 副町長:門脇　裕 教育長:山本和博　

平成２４年４月１日現在

課  名 所 属 長 係名 課長補佐・係長 係　　　員
議会事務局 
☎2-8568 宮 本 智 幸

庶務係 田 中 順 子
議事調査係 （ 宮 本 智 幸）

総務課 
☎2-2111 齋 藤 福 昌

行政係 野 津 浩 一 中村恒一 黒川直照 新見みどり 村井法子
竹島対策係 ( 野 津 浩 一）(中村恒一）
広報広聴係 佐 々 木 千 明 井﨑　宏 吉田　努 松田隆志
消防防災係 宇 野　 等 永海有希
職員係 山 根　 淳 柳原　潔 山本幸子

企画財政課 
☎2-8566 大 庭 孝 久

企画調整係 高 梨 勇 光 奥元次郎 井奥清美 村上信也
財政係 鳥 井　 登 宇野慎一 金田　緑 是津隆将
管財係 常 平 広 志 金井和昭

出納室 
☎2-8567

村 上 静 夫 
（会計管理者）出納係 吉 田 明 美 中村恵美子

税務課 
☎2-8574 脇 田 千 代 志

住民税係 石 田 寛 弥 八幡秀朋 小室鉄平 木村武司
固定資産係 吉 田 篤 夫 田中　挙 澤尾夢花 村上和幸
地籍係 平 田 芳 春 齋藤　靖
納税推進係 日 下 祐 志 和田貴弘

町民課 
☎2-8560 佐 々 木 秋 幸

戸籍住民係 脇　 幸 子 若林英明 齋賀千春 池田祐也 重栖まどか
国保年金係 中 林　 眞 日野よし美 上川　清 安部正和 〔野津　晶〕

保健課 
☎2-8562 井 川 芳 樹

健康係 仕 立 ひ ろ み 坂田真司 大庭享子 中嶋洋子 （和田玉美）（青田和恵）
（岸本幸子）家島洋子 渡部真澄 高村智重子 三島裕子

訪問看護係 金 坂 寿 江 齋藤文子 原　あずさ
医師招聘担当 （ 井 川 芳 樹 ）

福祉課 
☎2-8561 池 田 茂 良

高齢者福祉係 齋 藤 和 幸 岩本清徳 渡邊　守
包括支援センター 名 越 玲 子 濱田ちはる 松井弘樹
地域福祉係 村 上 克 樹 原　秀人 安部　淳
生活支援係 藤 川 芳 人 藤野　一 小中　静 齋藤　慎
児童福祉係 佐々木貴美枝 長田寿幸
保育所担当 斎 賀 真 由 美

原田認定こども園 新　 珠 乃
（園長）

岩水あやめ 齋藤瑞樹 大槻　綾 吉田さずき 佐藤さゆり
宮西鏡子 中上良子 中井直子 舩田一美

下西保育所 永 海 白 百 合
（所長）

吉田穂子 谷田光代 築谷和美 石橋香織 黒川美保
齋藤果林 河田敏美 平木裕子 重栖聡子

中村保育園 立 川 美 佐 恵
（園長） 重栖菊枝 廣間美和 坂根流美 黒澤理津香  

ごか保育園 宇 野 神 無 子
（園長）

村上利恵子 井上よしみ 安部やすえ 上川充恵 吉山佐織
齋賀千春 平井弘子 村上厚子 

都万保育所 岩 水 美 千 恵
（所長） 船田祥子 灘　由美 角脇泰子 吉田裕子 兒島かおる

観光課 
☎2-8575 吉 田　 誠

観光振興係 井 上 朋 張 島根美香 坂口　武 前田隼人  
交通交流係 齋 藤 英 典 木瀬高宏 木田隆宏
隠岐の島町観
光協会駐在 佐 々 木 義 直

定住対策課 
☎2-8570 八 幡　 哲

定住対策係 村 上 静 夫 高梨智昭
ブランド推進係 近 藤 勝 志 野津寿天 橋本博志 堤　可奈子

農林水産課 
☎2-8563 池 田 高 世 偉

農林振興係 竹 本　 久〔和田哲也〕藤田留美 長田正勝 〔植田隆則〕
農林水産施設係 河 北 尚 夫 岸本則和 藤田将之 堀江　航
水産振興係 牧 野　 弘 西岡武志

建設課 
☎2-8564 井 川 善 寿

土木係 田 中 文 男 堀川秀樹 松林茂生 吉田伴也
管理住宅係 田 中 秀 喜 石田　傑 八幡貴之 前田静香

技術管理担当 増 原　 和 彦 　 　 （松林茂生）
下水道課 
☎2-8576 村 上 孝 三

下水道施設係 村 上 和 久 前田和信 石橋忠夫 高宮鋼志
下水道業務係 濱 田　 勉 野津千秋 齋藤恭平

本　庁 （　　）は兼務〔　　〕は島根県及び隠岐広域連合からの派遣職員



布施支所

五箇支所

派遣（隠岐広域連合） 派遣（島根県）

課  名 所 属 長 係名 課長補佐・係長 係　　　員

環境課 
☎2-8565 浅 生　 久

生活環境係 大 西　 裕 藤田志生 藤野さとみ

清掃施設係 藤 田 元 春
森田洋平 寺下勝森 尾崎正和 若林謙二
藤田惠司 齋藤貴司 塚根幸男 吉田拓矢
村上章子

水道課 
☎2-0192 山 﨑 龍 一

水道業務係 満 田 弘 之 日野利幸 米津泰樹
水道施設係 増 本 直 行 半田耕一 小中恵吾 池田邦彦

課  名 所 属 長 係名 課長補佐・係長 係　　　員
布施支所
☎7-4311 山 川 由 夫

住民福祉係 広 江 和 彦 玉木清司 山本　俊 岸本幸子
地域振興係 藤 野　 武 坂本　忠 山根弘行

布施診療所
☎7-4346 （松下耕太郎） （和田まち子）(赤田栄美) (藤野千秋) (池田真美)

課  名 所 属 長 係名 課長補佐・係長 係　　　員
五箇支所
☎5-2211 長 田　 栄

住民福祉係 佐 藤 弘 一 松岡隆介 野津久美 和田玉美
地域振興係 岳 野 宇 一 砂川祐一 泉　秀幸 滝本一雅

五箇診療所
☎5-2005 川 﨑 利 博 吉 田　 隆 三村久美恵 田中博野 吉田美有

五箇歯科診療所
☎5-2301 山 﨑 聡 子

都万支所
課  名 所 属 長 係名 課長補佐・係長 係　　　員
都万支所
☎6-2311 高 梨 康 二

住民福祉係 河 邊 輝 克 齋藤清一 和田美由貴 青田和恵
地域振興係 砂 本　 進 茶山　宏 築谷　清 大上達也

都万診療所
☎6-2025 福 良 嚴 宏 藤 木 正 英 須藤ふさこ 清水まみゑ 高村千枝

都万歯科診療所
☎6-2858 （ 山 﨑 聡 子）

中出張所
課  名 所 属 長 係名 課長補佐・係長 係　　　員
中出張所
☎4-0002 大 上 一 郎 地域振興係 上 野　 悟 長谷川正明

中村診療所
☎4-0011 松 下 耕 太 郎 和 田 ま ち 子 赤田栄美 藤野千秋 池田真美

隠岐の島町教育委員会
課  名 所 属 長 係名 課長補佐・係長 係　　　員

総務学校教育課
☎2-2206 岩 水　 守

総務係 金 坂 賢 一 上田　知 小村誠貴
学校教育係 井 﨑 里 惠 子 池本繁樹 西尾正平

生涯学習課
☎2-2126 大 上 博 人

社会教育係 高 宮　 操 中西賢一 藤原時造 森田健一
文化振興係 灘 　 　 進 野津哲志
隠岐ジオパーク協議会駐在 野 邉 一 寛

中央公民館☎
2-0237 渡 部　 誠 学習振興係（中央）大 西 洋 二 高平重也 曽我部一彦

布施公民館☎7-4314 学習振興係（布施）松 岡 利 和
五箇公民館☎5-9011 学習振興係（五箇）灘 脇　 守 忌部正英
都万公民館☎6-2273 学習振興係（都万）福 本 和 子
給食センター （ 岩 水　 守 ） 真 田　 緑 高井信人 坂本忠司 吉山ちとせ 藤田耕作

隠岐の島町立小学校 施 設 管 理 員
（西郷）脇田孝代　（西郷）松江純子　（中条）永海辰子　（有木）山田智代
（磯）中前さつき　（北）藤野真素子　（五箇）池田美紀　（都万）松葉真由美

隠岐の島町立中学校 施設管理員 （西郷）高梨みゆき 　（西郷南）河田晶子　（五箇）佃　博美　（都万）堀川和美

課　名 所 属 長
隠岐病院 阿 部 眞 澄

隠岐病院整備室 春 木 茂 正
総務課 池 田 賢 一

課　名 係　　　員
総務部 消防防災課 茶 山 祐 介

商工労働部 観光振興課 佐 藤 智 樹



よ
り
迅
速
な
救
助
活
動
へ

新
は
し
ご
車
配
備

/

/ ５０年の歴史に感謝を込めて
文化学院幼稚園閉園式　

巧
み
に
築
城
さ
れ
た 

隠
岐
の
山
城

/

い
き
い
き
長
生
き
笑
っ
て
健
康 

港
町
健
康
福
祉
祭

/
古
民
家
で
の
幻
想
的
な
舞 

佐
々
木
家
東
郷
・
今
津
神
楽
公
演

/

10
年
に
１
度
の
大
仕
事　

水
若
酢
神
社
・
玉
若
酢
命
神
社
し
め
縄
か
け
替
え

❷ ❶

❸



地
域
の
平
穏
を
願
っ
て 

花
生
神
社
祭
礼
風
流
百も
も
て
ま
と
し
ん
じ

手
的
神
事

/

/ 大空に舞う願い凧 隠岐いぐり凧まつり

夢
と
活
力
の
あ
る
町
を
目
指
し
て
〜
隠
岐
の
島
町
民
憲
章
制
定
記
念
式
典
〜

/

山
に
響
く
勇
壮
な
掛
け
声 

大
山
神
社
祭
礼

/

地
域
を
変
え
る
新
た
な
力 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
委
嘱
式

/
公
正
公
平
な
町
運
営
に
向
け
て 

暴
力
団
排
除
に
関
す
る

合
意
書
調
印
式

/

文
化
財
に
甚
大
な
被
害 

八
百
杉
の
枝
倒
壊

/

❷ ❶

❸



隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会
事
務
局

☎ 

２
‐
２
２
０
６
（
代
表
）

吉崎工務店吉崎博章社長（写
真左）から山本教育長に寄
付金が手渡されました。
（場所：吉崎工務店）

（
施
行
前
）

（
施
行
後
）

※
「
し
ま
ね
建
築
・
住
宅
コ
ン
ク
ー
ル
」

魅
力
あ
る
し
ま
ね
の
暮
ら
し
を
目
指

し
、
県
内
の
活
力
あ
る
暮
ら
し
を
支
え
る

住
宅
・
建
築
物
や
様
々
な
取
組
を
顕
彰
す

る
も
の
で
、
平
成
19
年
度
か
ら
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
総
務
学
校
教
育
課

☎ 

２-

２
２
０
６

吉
崎
工
務
店
か
ら
寄
付
金
の
寄
贈

３
月
16
日
に
、
吉
崎
工
務
店
株
式
会
社

創
業
１
０
０
周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、

町
立
の
小
中
学
校
の
図
書
購
入
費
に
役
立

て
て
ほ
し
い
と
、
教
育
委
員
会
へ
寄
付
金

の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

以
前
に
も
、
吉
崎
工
務
店
か
ら
は
町
内

の
小
中
学
校
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
寄
贈
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
各

小
中
学
校
の
学
校
図
書
を
充
実
す
る
為
に

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

五
箇
小
学
校
校
舎
耐
震
改
修
・
大
規

模
改
造
事
業
が
「
し
ま
ね
建
築
・
住

宅
コ
ン
ク
ー
ル
」
奨
励
賞
を
受
賞

昨
年
大
規
模
改
造
し
た
五
箇
小
学
校
校

舎
が
、
今
年
度
の
「
し
ま
ね
建
築
・
住
宅

コ
ン
ク
ー
ル
」
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

県
内
初
の
木
造
校
舎
の
耐
震
改
修
で
あ

り
、
か
つ
、
最
新
建
築
同
様
の
機
能
を
持

ち
な
が
ら
も
、
地
元
産
材
の
利
用
に
よ
り

木
造
校
舎
の
暖
か
い
親
し
み
や
す
さ
を
引

き
継
い
だ
こ
と
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

３
月
15
日
に
県
庁
で
行
わ
れ
た
表
彰
式

に
は
、
隠
岐
の
島
町
と
（
株
）
寺
本
建
築
・

都
市
研
究
所
及
び
、（
株
）
金
田
建
設
の

代
表
者
が
出
席
し
、
県
知
事
か
ら
の
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
総
務
学
校
教
育
課

☎ 

２-

２
２
０
６

児
童
・
生
徒
を
表
彰

教
育
委
員
会
表
彰
式

教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
達
の
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
奨
励
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
教
育
委
員
会
表
彰
規
定
を
設
け
て

い
ま
す
。

３
月
13
日
と
14
日
に
、
山
本
教
育
長
が

各
学
校
を
訪
問
し
、
平
成
23
年
度
に
優
秀

な
成
績
を
収
め
た
左
記
の
７
名
と
１
団
体

の
児
童
生
徒
の
表
彰
式
を
行
い
、
表
彰
状

と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

○
表
彰
者
一
覧

【
西
郷
中
学
校
】

（
個
人
）

茶
山
涼
花
さ
ん
（
３
年
：
作
文
）

青
砥
芳
和
さ
ん
（
２
年
：
柔
道
）

（
団
体
）

 

西
郷
中
学
校
相
撲
ク
ラ
ブ写真左から、　

山本教育長・ 青砥芳和さん・茶山涼花さん
西郷中学校相撲クラブの横地治仁さん・吉見雄大
さん・門脇翔太さん・藤田一成さん

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
総
務
学
校
教
育
課

☎ 

２-

２
２
０
６

【
西
郷
南
中
学
校
】

（
個
人
）

戸
田
裕
之
さ
ん

（
３
年
：
陸
上
）

【
西
郷
小
学
校
】

（
個
人
）

松
井
孝
弘
さ
ん

（
６
年
：
相
撲
）

【
有
木
小
学
校
】

（
個
人
）

門
脇
ジ
ョ
ン
・

カ
ー
ロ
さ
ん

（
４
年
：
柔
道
）

【
北
小
学
校
】

（
個
人
）

神
田
成
美
さ
ん

（
６
年
：
陸
上
）

【
都
万
小
学
校
】

（
個
人
）

田
中
ひ
と
み
さ
ん

（
５
年
：
柔
道
）



おはなし会こども読書の日スペシャル開催！

子ども読書の日（4/23）と子どもの日（5/5）
を記念して、おはなし会をおこないます。絵本
や工作などいろいろ企画していますので、一緒
に楽しみましょう！
日時　５月５日（土）午後３時～
場所　図書館研修室

展示コーナー出展者募集中です！

ただ今、図書館では展示コーナーに作品を出
展してくださる方を募集しています。展示コー
ナーでは隠岐に関するものや、個人やグループ
で作った作品などを展示しています。モノづく
りをされている人や、その情報をお持ちの方は、
どうぞお知らせください。

雑誌コーナーがより快適になりました。

図書館の雑誌コーナーの机とイスが新しくな
りました。窓に面したスペースに一人用の机が
置かれ、明るい窓辺で本を読みながらゆっくり
くつろぐことができます。
また、児童書のコーナーの新しい棚に人気の

シリーズや大型本などがまとめられ、手に取り
やすくなりました。
このほかにもいくつか新しくなったところが

あります。ぜひ図書館にきて違いを発見してく
ださい。

▲新しくなった窓際のスペース

▲とりやすくなった児童書の本棚

隠岐の島町図書館
☎ 08512-2-2341 ＦＡＸ 08512-2-9198
●開館時間 10時～ 18時 ●閉館日 (月曜日・第3日曜日・祝日)
※祝日が月曜、第 3日曜と重なった場合は翌日も閉館

茶
山
涼す
ず
か花
さ
ん
作
文
で
全
国
表
彰

警
察
庁
主
催
「
第
１
回
命
の
大
切
さ

を
学
ぶ
教
室
全
国
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
授
賞
式
が
、
東
京
都
内
で
３
月
30
日

に
開
催
さ
れ
、
西
郷
中
学
校
３
年
生
（
当

時
）
の
茶
山
涼
花
さ
ん
の
作
文
が
中
学

生
の
部
で
第
３
席
に
当
た
る
警
察
庁
長

官
官
房
長
賞
を
受
賞
し
、
全
国
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
は
、
犯
罪
被
害
者
が
そ

の
体
験
を
中
高
生
に
語
り
、
規
範
意
識
を

は
ぐ
く
む
授
業
「
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
教

室
」
を
受
講
し
た
生
徒
が
対
象
と
さ
れ
、

全
国
の
中
学
生
か
ら
約
２
万
４
千
点
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

本
町
で
は
、
昨
年
の
12
月
に
「
も
う

一
度
声
を
聞
き
た
い
」
を
テ
ー
マ
に
西
郷

中
学
校
の
生
徒
・
教
師
約
１
７
０
人
が
授

業
を
受
け
ま
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
総
務
学
校
教
育
課

☎ 

２-

２
２
０
６

「しまね家庭の日」の文化施設等の無料開放について
島根県では、平成２１年度より毎月第３日曜日を「しまね家庭の日」として、家族のだ

んらん、コミュニケーションの機会を増やし、暖かな家庭づくりの推進を行なっています。
隠岐の島町でも、昨年同様次の施設について「家族で来館された高校生以下の方の入館

料を無料」としますので暖かな家庭づくりにご活用ください。
【利用できる施設】

施設名 期間 開館時間 連絡先
隠岐自然館 平成２４年４月１日～

平成２５年３月３１日（毎月第３日曜日）
（但し、平成２４年１２月１日～平成２５年２月
２８日は除く）

8：30 ～１7：30 2 － 1583
隠岐郷土館 9：00 ～１7：00 5 － 2151
五箇創生館 9：00 ～１7：00 5 － 2845
佐々木家住宅 9：00 ～１7：30 2 － 1290

受賞した茶山涼花さん（授賞
式会場の東京都「市ヶ谷グラ
ンドヒル」で撮影）



納
税
は
国
民
の
三
大
義
務
で
あ
り
、
滞

納
し
た
場
合
に
は
強
制
的
に
徴
収
を
行
う

こ
と
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

町
税
の
場
合
も
、納
付
が
一
定
期
間
滞
っ

た
場
合
は
、
滞
納
さ
れ
た
方
の
財
産
の
差

押
え
を
行
い
税
金
に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

差
押
え
は
、
滞
納
者
の
財
産
の
調
査
や

捜
索
等
を
行
い
、
財
産
が
あ
る
の
に
納
付

さ
れ
な
い
場
合
は
差
押
え
を
執
行
し
ま
す
。

本
町
の
平
成
23
年
度
中
の
差
押
え
状
況
は

次
の
と
お
り
で
す
。

● 

差
押
収
納
件
数　

17
件

● 

差
押
収
納
金
額

　
　
　
　
　

 

６
７
０
万
２
，
２
８
７
円

（
他
に
不
動
産
、
債
権
等
６
件
）

町
税
等
の
納
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
滞

納
に
な
ら
な
い
よ
う
期
限
内
納
付
に
努
め

て
い
た
だ
く
と
共
に
、
滞
納
へ
の
法
的
な

処
分
に
つ
き
ま
し
て
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先　
　

役
場
税
務
課
納
税
推
進
係☎ 

２-

８
５
７
４

第
２
次
隠
岐
の
島
町
男
女
共
同

参
画
基
本
計
画
を
策
定
！

町
で
は
、
第
２
次
隠
岐
の
島
町
男
女
共
同

参
画
基
本
計
画（
平
成
24
年
度
〜
平
成
28
年
度
）

を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
男
女
が
互
い
に
人
権
を
尊

重
し
、
社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
共
に
責

任
を
負
う
べ
き
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を

目
指
す
た
め
に
、
重
点
目
標
、
基
本
計
画
、
基

本
施
策
等
を
定
め
た
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
計
画
の
内
容
を
わ
か

り
や
す
く
紹
介
す
る
た
め
に
、
４
月
中
に
、
こ

の
計
画
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
（
要
約
）
版
を
作
成

し
、
全
戸
配
付
を
す
る
予
定
で
す
。

な
お
、
計
画
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場

企
画
財
政
課
・
各
支
所
・
出
張
所
・
隠
岐
の
島

町
図
書
館
の
各
窓
口
か
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

※
本
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
様
の

意
見
募
集
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
を
行
い

ま
し
た
が
、
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先　
　

役
場
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

☎ 

２-

８
５
６
６

町
で
は
、
少
子
化
対
策
の
充
実
を
図
る
た
め

に
、
不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る
夫
婦
に
対
し
て

治
療
費
の
助
成
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

● 

対
象
治
療
：
保
険
適
用
の
不
妊
治
療
及

び
検
査
、
人
工
授
精
で
す
。（
文
書
料
等
は

含
み
ま
せ
ん
）

● 

対
象
者

①
戸
籍
上
の
婚
姻
関
係
で
あ
っ
て
、
夫
婦

若
し
く
は
夫
婦
の
い
ず
れ
か
が
町
内
に
住

所
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

②
夫
又
は
妻
が
医
療
保
険
各
法
の
規
定
に

基
づ
く
被
保
険
者
、
組
合
員
又
は
被
扶
養

者
で
あ
る
こ
と
。

③
産
婦
人
科
又
は
泌
尿
器
科
に
お
い
て
一

般
不
妊
治
療
を
受
け
た
者
で
あ
る
こ
と
。

● 

助
成
の
内
容
：
１
年
間
に
つ
き
９
万
円

を
上
限
と
し
、
助
成
期
間
は
一
般
不
妊
治

療
を
受
け
た
月
か
ら
起
算
し
て
36
か
月
間

と
し
ま
す
。

● 

申
請
方
法
：
治
療
を
受
け
た
医
療
機
関

で
証
明
を
受
け
、
申
請
書
及
び
そ
の
他
書

類
と
併
せ
て
、
左
記
ま
で
持
参
又
は
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

● 

申
請
時
期
：
治
療
を
受
け
た
月
の
属
す

る
年
度
内
（
４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
31

日
ま
で
）
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先　
　

役
場
保
健
課
健
康
係

☎ 

２-

８
５
６
２

町
で
は
、
脳
血
管
障
害
の
早
期
発
見
と
そ

の
他
疾
病
の
予
防
に
役
立
ち
、
一
人
ひ
と
り
の

健
康
管
理
に
寄
与
で
き
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

検
診
費
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

● 

助
成
対
象
者
：
町
内
に
住
所
を
有
し
、

満
40
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
で
す
。

● 

助
成
の
内
容
：
隠
岐
広
域
連
合
立
隠
岐

病
院
に
お
い
て
脳
検
診
を
受
診
し
た
方
に

対
し
て
、

検
診
料　

２
３
，９
８
０
円
の
う
ち

助
成
金　

１
６
，７
８
０
円
を
交
付
し
ま
す
。

（
自
己
負
担
額　

７
，２
０
０
円
）

※
隠
岐
病
院
以
外
の
病
院
で
は
助
成
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

● 

申
請
方
法

①
始
め
に
隠
岐
病
院
検
診
室
に
予
約
を
し

て
く
だ
さ
い
。

②
役
場
保
健
課
窓
口
に
申
請
書
を
提
出
し

ま
す
。（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
印
刷
で

き
ま
す
。）

③
役
場
保
健
課
よ
り
発
行
さ
れ
る
「
脳
検

診
費
助
成
金
受
給
資
格
証
明
書
」
を
持
っ

て
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

● 

検
診
期
間
：
平
成
24
年
４
月
１
日
〜
平

成
25
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

■
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先　
　

役
場
保
健
課
健
康
係

☎ 
２-

８
５
６
２

一
般
不
妊
治
療
等
助
成
制
度
の

創
設
に
つ
い
て

脳
健
診
費
助
成
制
度
の

創
設
に
つ
い
て

町
税
等
は
納
期
限
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う



隠
岐
の
島
町
役
場
退
職
者
一
覧

県
民
い
き
い
き
活
動

奨
励
賞
受
賞

五
箇
・
都
万
歯
科
診
療
所
に

歯
科
医
師
が
着
任
し
ま
し
た

今
年
は
古
事
記
編
纂
千
三
百
年

「
神
話
博
し
ま
ね
」
開
催
！

隠
岐
の
島
町

新
規
採
用
職
員
紹
介

島
根
県
が
実
施
す
る
「
県
民
い
き
い
き
活

動
奨
励
賞
」
を
那
久
地
区
の
特
定
非
営
利
活

動
法
人
介
護
福
祉
サ
ー
ビ
ス
く
す
も
と
（
代

表
：
安
部
才
朗
さ
ん
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

同
団
体
は
、
那
久
地
区
で
「
宅
老
所
く
す

も
と
」
を
開
設
し
、
地
元
で
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
事
が
で
き
る
環
境
を
整
備
し
た
他
、

絵
本
の
創
作
活
動

や
東
日
本
大
震
災

時
に
お
け
る
、
町

内
で
の
避
難
所
の

設
置
等
の
活
動
が

高
く
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

※
県
民
い
き
い
き
活
動
奨
励
賞

こ
の
賞
は
、
県
民
の
社
会
貢
献
活
動
を
推

進
す
る
「
県
民
い
き
い
き
活
動
」
へ
の
関
心

を
高
め
る
と
も
に
、
活
動
に
取
り
組
む
団
体

へ
の
社
会
的
評
価
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

特
に
優
れ
た
活
動
を
実
施
し
た
団
体
に
対
し

島
根
県
か
ら
贈
ら
れ
ま
す
。

賞状を手にする安部才朗さん
と安部明子さん夫妻

島
根
県
で
は
、
観
光
誘
客
だ
け
で
な
く
地

域
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
育
む
こ
と
に
つ
な
が
る

と
い
う
基
本
理
念
の
も
と
に
、「
神
々
の
国
し

ま
ね
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

古
事
記
編
纂
か
ら
千
三
百
年
と
な
る
今
年
、

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
シ
ン
ボ
ル
イ
ベ
ン
ト
「
神

話
博
し
ま
ね
」
を
７
月
21
日
か
ら
11
月
11
日
ま

で
の
１
１
４
日
間
に
わ
た
り
、
出
雲
大
社
周
辺

を
主
会
場
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

「
神
話
博
し
ま
ね
」
は
、
島
根
県
内
各
地

を
訪
ね
歩
き
、
地
域
の
魅
力
を
体
感
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ゾ
ー
ン
で
す
。

会
場
で
の
見
ど
こ
ろ
は
、国
内
最
大
級
の
ア
ー

ク
型
超
ワ
イ
ド
ス
ク
リ
ー
ン
で
神
話
の
物
語

を
お
伝
え
す
る
「
神
話
映
像
館
」（
有
料
）、

銅
剣
や
銅
鐸
、
古
代
出
雲
大
社
本
殿
の
復
元

模
型
の
展
示
や
様
々
な
企
画
展
を
行
う
古
代

出
雲
歴
史
博
物
館
（
有
料
）、
代
表
的
な
伝
統

芸
能
で
あ
る｢

神
楽｣

を
は
じ
め
、
島
根
の

魅
力
た
っ
ぷ
り
の
ス
テ
ー
ジ
を
毎
日
上
演
す

る
「
魅
力
発
信
ス
テ
ー
ジ
」（
無
料
）
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
。
ご
家
族
・
ご
友
人
と
お

誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

※
お
得
な
前
売
り
券
や
入
場
券
に
つ
い
て
は

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
観
光
課
観
光
振
興
係　

☎
２-

８
５
７
５

山
﨑
聡
子
（
五
箇
・
都
万
歯
科
診
療
所
長
）

五
箇
・
都
万
歯
科
診
療
所
に
４
月
よ
り
お

世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
山
﨑
聡
子
と
い
い

ま
す
。
少
し
で
も
地
域

の
皆
様
の
お
役
に
立
て

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
24
年
４
月
１
日
付
け
で
隠
岐
の
島
町

に
採
用
と
な
っ
た
４
名
の
職
員
と
島
根
県
と

の
人
事
交
流
に
よ
り
着
任
と
な
っ
た
職
員
を

紹
介
し
ま
す
。

前
田
和
信
（
下
水
道
課
）

今
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、
隠
岐
の
島
町

及
び
町
民
の
皆
様
の
生

活
向
上
に
貢
献
で
き
る

よ
う
精
一
杯
頑
張
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

吉
田
伴
也
（
建
設
課
）

民
間
の
職
場
で
培
っ

た
経
験
を
活
か
し
早
く

町
民
の
皆
様
の
お
役
に

た
て
る
職
員
に
な
り
ま

す
。

村
上
信
也
（
企
画
財
政
課
）

ま
だ
ま
だ
右
も
左
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

隠
岐
の
島
町
の
職
員
と

し
て
、
一
刻
も
早
く
皆

様
に
顔
と
名
前
を
覚
え

て
頂
け
る
よ
う
精
一
杯

頑
張
り
ま
す
。

吉
田
美
有
（
五
箇
診
療
所
）

看
護
師
２
年
目
と
ま
だ
ま
だ
経
験
は
浅
い

で
す
が
、
地
域
の
皆
様

に
寄
り
添
っ
た
看
護
を

目
指
し
て
日
々
精
進
し

て
い
き
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

植
田
隆
則
（
農
林
水
産
課
）
県
人
事
交
流

町
民
の
皆
様
と
よ
り
近
い
距
離
で
仕
事
が

で
き
る
こ
と
を
大
変
嬉

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

「
常
に
笑
顔
で
元
気
よ

く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
頑

張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
24
年
３
月
31
日
付
け

柳
原
千
恵
子 （
五
箇
診
療
所
看
護
師
）

吉
田　

伸 

（
農
林
水
産
課
管
理
技
術
員
）

清
水
し
な
子 （
五
箇
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
主

任
調
理
員
）



戸
籍
コ
ー
ナ
ー

ご
誕
生

（
氏 

名
） 

（
地
区
）（
保
護
者
）

岡
田　

海か
い
り莉

東
町

岡
田　

裕
治

大
田　

く
る
み

栄
町

大
田　

泰
三

森
脇　

煌き
づ
き月

原
田

森
脇　

武

吉
田　

詩う
た

釜

吉
田　

千
里

村
上　

和か
ず
ま真

下
西

村
上　

淳
一

谷
里　

優ゆ
う
は羽

池
田

谷
里　

兼
一

お
く
や
み

（
氏 

名
） 

（
地
区
） 

（
年
齢
）

田
中　

勝
四 

栄
町 

87
歳

吉
田　

ソ
ノ 

卯
敷 

102
歳

中
西　

平
三 

港
町 

82
歳

中
谷　

愛
子 

城
北
町 

91
歳

吉
山　

武 

蛸
木 

101
歳

※
3
月
31
日
ま
で
の
受
付
分
（
敬
称
略
）

村
上
和
弘 

（
五
箇
支
所
長
）

嶽
野
正
弘 
（
出
納
室
会
計
管
理
者
）

中
前
千
之 
（
下
水
道
課
長
）

岡
田
清
明 

（
定
住
対
策
課
長
）

嶽
野
慶
子 

（
中
央
公
民
館
長
）

長
澤
美
鶴 

（
水
道
課
長
補
佐
）

御
客
神
社（
原
田
地
区
）の
祭
礼
で
、

先
祓
い
を
務
め
る
児
童
を
応
援
す
る

中
条
小
学
校
の
子
ど
も
達
。

（
中
条
小
学
校
前
）

次
回
も
皆
様
の
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

■
送
付
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
６
８
５-

８
５
８
５

　

隠
岐
郡
隠
岐
の
島
町
城
北
町
１
番
地

　

隠
岐
の
島
町
役
場
総
務
課
広
報
広
聴
係

電
話
２-

８
５
７
２

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

jouhou@
tow
n.okinoshim

a.shim
ane.jp

平成 24 年 3 月 21 日撮影

背広が「ダブダブ」になった方

相談下さい！

仮縫い付で適正な価格で

お直し致します！

あなたの思い出を残す、
きもの・和布で
楽しいリフォームを致します。

洋服のリフォーム京見屋

【学校制服の再製をいたします】
お兄さん、お姉さん、お友達から譲り受けた制服を
あなたのサイズに再製いたします。

< 再製参考価格 >
[ 小・中学生制服 ]　上着・・袖丈直し（８００円）
スカート・・丈直し、ウエスト直し（各 2,000 円）
ズボン・・・丈直し、（８００円）
[ 高校生制服 ]　女子上着・・袖丈直し（1,500 円）
スカート・・丈直し、ウエスト直し（各 2,000 円）
ズボン・・・丈直し、（８００円）
肩幅・胸回・上着丈・直しなど詳細については相談下さい。

【小・中・高】学校制服の店
ニューライフ・京見屋

西郷店

ファンシーショップ・贈答品・ギフト インテリアショップ
和洋家具・婚礼セット一式

ダイニングテーブルフェア開催！ＴＨＡＮＫＳ　ＭＯＴＨＥＲ’Ｓ　ＤＡＹ

母の日ギフト各種取り揃えております

5/13

隠岐の島町城北町３４０（隠岐病院前）
電　話 ２－３２６５
ＦＡＸ ２－３２６６

営業時間　平日　ＡＭ９：００～ＰＭ７：００
（不定休）　日祝　ＡＭ９：００～ＰＭ６：００



 要予約・一日一組様限定（４名様以上）お一人様 4,000 円～
【送迎も致します。】

隠岐の島町中町目貫3-9-2

カトレア美容室
夜間電話

地産地消でおいしいお米を食べましょう!
 ☎

 米穀店

新聞は頭脳のビタミン剤です !

ＨＰ毎日更新中！ 京見屋分店で検索

 隠岐産こしひかり 
5kg……2,300 円
10kg……4,500 円
15kg……6,500 円

 隠岐藻塩米 
5kg……2,650 円

 奥出雲産こしひかり 
5kg……2,800 円 

 もち米（奥出雲産） 
1升 /840 円

無料配達地方配送も承ります
お気軽にお電話、お問い合わせください。

 玄米 
1kg/380 円 

 十六穀 
袋 /470 円 

あなたのお気に入り見つけませんか・・・

西町八尾 3 -81 ℡ 2 - 0 4 2 5西町八尾 3 -81 ℡ 2 - 0 42 5  

毎日新聞では、４月から新たな企画「目指せ !! 世界
ジオパーク隠岐魅力UP」を始めます。
毎週水曜日、認定に向けた行政や民間の人々の活動
を取り上げます。是非、読んで頂き隠岐の世界ジオ
パークへの理解を深め認定を目指しましょう。

偲びの膳
在りし日の故人を偲び、懐かし
い思い出を語らう追膳のお席を
ご用意致します。

@5,250円（@5,000円）
@6,300円（@6,000円）
@7,350円（@7,000円）

仕出し膳、お持ち帰り用・霊供用のお膳もご要望で承ります。送迎
バス無料（要予約）
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日 火 納付金時間外窓口　17：15 ～19：00（役場本
庁税務課）　

日 水

日 木
憲法記念日  図書館休館
水若酢神社祭礼風流（神幸祭12:40- 頃 島根県
指定無形民俗文化財）

日 金 みどりの日　図書館休館

日 土 こどもの日　おはなし会子ども読書の日スペ
シャル　15：00 ～ ( 図書館） 

日 日 第42回隠岐の島町ソフトテニス大会8:20-（あ
いらんどパーク） 

日 月 図書館休館

日 火
日 水 年金相談13：00 ～（役場ふれあいセンター） 

日 木 年金相談 9：30 ～（役場ふれあいセンター）
隠岐の島町ノーレジ袋デー

日 金  

日 土 しげさ踊りパレード　14:30 ～（ピア前通り）

日 日
第 27回隠岐しげさ節全国大会　12:00 ～（文
化会館）　第 44回隠岐の島町レディースバレー
ボール大会 9:00-（総合体育館）   学童通信陸
上大会（隠岐高校グラウンド）

日 月 図書館休館

日 火 納付金時間外窓口　17：15～19：00（役場本
庁税務課）

日 水 無料法律相談所10:00 ～（松江地裁西郷支部）

日 木
日 金
日 土
日 日 図書館休館

日 月 図書館休館

日 火
日 水
日 木
日 金
日 土 島後小体連陸上大会（隠岐高校グラウンド）

日 日
日 月 図書館休館

日 火
日 水
日 木 納付金時間外窓口　17：15～19：00（役場本

庁税務課）　

隠岐の島町行事予定 月
水若酢神社祭礼風流　島根県指定　　無形民俗文化財

と　き 月 日（木）神幸祭１２時４０分頃～
ところ 水若酢神社（郡）
■お問い合わせ：隠岐の島町教育委員会 tel： 

 しげさ踊りパレード 

 第 27回しげさ節全国大会 

人口と世帯数
平成 24年 4月1日現在
人 口 15，343（-193）人
男 7，339（-111）人
女 8，004（-82）人

内15 歳未満 1,727人（11.3％）
内 65歳以上 5,196 人（33.9％）
世帯数 7，192（-67) 世帯
※括弧内は前月比
転入 74 人 出生　8 人 その他 0 人
転出 257 人 死亡 18 人 その他 0 人

▼
先
日
、
地
域
で
毎
年
行
な
わ
れ
る
伝
統

行
事
「
勝
山
さ
ん
の
籠
こ
も
り
」
に
参
加
し
ま
し

た
。
▼
以
前
は
「
勝
山
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
る

こ
の
山
に
登
り
、
山
頂
で
猛
々
し
い
焚
火
を

燃
や
し
な
が
ら
夜
を
徹
し
て
飲
食
を
し
た
も

の
で
し
た
が
、
防
災
上
の
理
由
等
か
ら
、
現

在
で
は
集
会
所
の
広
場
で
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
▼
こ
の
行
事
は
、
戦
国
時

代
の
武
将
尼
子
勝
久
が
再
起
を
図
り
こ
の
山

頂
に
築
か
れ
た
勝
山
城
に
滞
在
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
は
じ
め
ら
れ
た
と
も
、
山
の
神

様
「
大お
お
や
ま
つ
み

山
祇
」
を
祀
っ
た
「
大
山
神
社
」
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
籠
（
夜
祭
り
）」

で
あ
る
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
▼
と
こ

ろ
で
、
こ
の
「
大
山
祇
」
は
、
日
本
最
古
の

歴
史
書
「
古
事
記
」
に
も
山
を
つ
か
さ
ど

る
神
「
大お
お
や
ま
つ
み

山
津
見
神
」
と
し
て
登
場
し
、
現

在
も
多
く
の
地
域
で
祀
ら
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
▼
今
年
７
月
に
は
、
こ
の
古
事
記
編
さ

ん
千
三
百
年
を
記
念
し
た
島
根
県
の
大
型
観

光
イ
ベ
ン
ト
「
神
話
博
し
ま
ね
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。▼
少
な
い
小
遣
い
を
は
た
い
て「
神

話
博
し
ま
ね
」
に
い
っ
て
み
た
い
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。（
Ｃ
・
Ｓ
）

黒澤明監督「乱」やＮＨＫ大河ドラマの演奏等で著名な
日本横笛界の第一人者 鯉沼廣行氏が奏でる幽玄の響き

会場　 佐々木家住宅（隠岐の島町釜、国指定重要文化財）
観賞料：1,000 円（隠岐島文化会館他で発売中）

古民家で横笛を聴く会
後 援：隠岐の島町教育委員会、隠岐の島町教育文化振興財団

篠笛・能管：鯉沼廣行
篠笛：坂本真理

と　き 月 日（土）
午後 2時 30 分～オープニング
午後 3時 10 分～ふるさと芸能交流
午後 4時 30 分～しげさ踊りパレード

ところ ピア前通り

と　き 月 日（日）
 正午～
ところ 隠岐島文化会館
入場券 前売券　800円

当日券1000円
■お問い合わせ：隠岐の島町観光協会 tel： 


